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諸外国におけるＶＨＦ帯航空無線電話ナロー化の概要 

欧州における導入動向 

 欧州において、周波数不足のため、１９９９年１０月よりナロー化を導入。２００７年３月には
高々度（約６０００m以上）を航行する航空機について、ナロー化が義務づけられた。 
 なお、２０１８年には、欧州地域を航行する全ての航空機に対し、ナロー化システムの装備
を義務づける予定。 

米国における導入動向 

 米国では、一部の大規模空港での周波数不足や、航空機数の増加傾向といった状況を
踏まえ、２０１０年６月１５日から８．３３kHzのナロー化システムの運用が任意対応で可能と
なっており、自家用や商用の航空機に利用されているところであるが、航空管制等の航空
保安業務に係る通信については、周波数不足という状態にはなっておらず、当面はナロー
化システムの導入の予定は無い模様である。（現状において、ＦＣＣルールＰＡＲＴ８７
（Aviation Radio Service）において８．３３kHzのナロー化を許可する記述がなされているが、
当該ルールは、現時点では議会での承認後に発行される「Federal Register」として発行さ
れていない状況である。） 
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